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yy¦¦��ビジネスと技術の両面で変化に俊敏に対応できるソフトウェア開発技術が求められている．
コンポーネントウェアは，技術やノウハウを形あるコンポーネントとして蓄積し競争力の源泉となる．
さらに，モジュラーなソフトウェアアーキテクチャの実現によって変化に即して進化できるソフトウ
ェアを実現する．今後のソフトウェア開発の核技術として戦略的に研究開発を進めるべきである．
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������ ドメインコンポーネント技術の研究開発
コンポーネントウェアの応用としてわが国が

優位にある製造業などのドメイン固有コンポー
ネント・フレームワークの開発技術，組込み向け
コンポーネントの開発技術の研究開発．
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